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2024年 JAF全日本ラリー選手権 第3戦

久万高原ラリー

KAYABA RALLY TEAM



■ リザルト （JN-1クラス 6位/11台 総合 6位/47台）

■ 大会概要 ■ スペシャルステージ設定

12.22 km
13.93 km

12.22 km
13.93 km

スタート
SS1 大谷Ⅰ
SS2 大川嶺Ⅰ

＜サービスA (30分)＞
SS3 大谷Ⅱ
SS4 大川嶺Ⅱ

＜サービスB (45分)＞
パルクフェルメ

9:00
9:50
10:50
11:20
13:25
14:25
14:55

【DAY1】 4/27(土)
天候: 雨時々曇り / 路面: ウェット

13.73 km
12.67 km

13.73 km
12.67 km

＜サービスC (15分)＞
SS5 大川嶺リバースⅠ
SS6 大谷リバースⅠ

＜サービスD (30分)＞
SS7 大川嶺リバースⅡ
SS8 大谷リバースⅡ

フィニッシュ

7:30
9:15
10:20
11:55
12:45
13:50
14:30

【DAY2】 4/28(日)
天候: 晴れ時々曇り / 路面: ウェット・ドライ

■ 全体図

日程: 
場所: 
主催:

SS数: 
路面: 

総走行距離: 
SS距離: 

2024/4/26(金)～4/28(日)
愛媛県上浮穴郡久万高原町
松山オートクラブ
チーム.エトワール
ドライバーズ・クラブ・ルーキー
8
ターマック
300.91 km
105.10 km
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■ チーム体制

チーム
監督
チームアドバイザー
ドライバー
コ・ドライバー
チーフエンジニア
チーフメカニック
エンジニア
メカニック

マネージャー

：KAYABA Rally Team
：桝本 一憲
：奴田原 文雄
：石黒 一暢
：穴井 謙志郎
：松下 雄介
：山田 淳一(RUTS RACING)
：柴田 究悟
：長江 将典、増谷 大志

松田 幸也、三國 大河
：伊藤 由佳

DAY1 DAY2

SS1 SS2 SS3 SS4 Penalty



4/26(金)～28(日)に愛媛県上浮穴郡久万高原町にて、全日本
ラリー選手権 第3戦『久万高原ラリー』が開催された。計47
台のマシンが参加し、カヤバラリーチームが参戦するJN-1ク
ラスには11台が集まった。計8本のSSと少ないが、いずれも
10km超のロングステージで、SS総距離は100kmを超える。

DAY1では事前の予報に反して朝から雨が降り、今シーズン
初のウェットコンディションになった。濡れた路面の感触を
確かめつつ慎重にSS1・SS2をこなすも、霧による視界不良
により先の見えない緊張の走行となった。サービスを挟んで
迎えた午後のSS3・SS4では雨は止むも、霧はさらに濃くな
り、視界がほとんど見えない状況の中、ペースノートを頼り
に走り抜けクラス7位/総合7位で折り返した。

DAY2は晴れとなるも、所々にぬかるんだ泥や湿った苔が残
る難しいコンディションの中、SS5にてブレーキロックによ
り土手に接触、左前ロアアームが曲がってしまう。不具合を
抱えながらもSS6を走り抜け、サービスでのメカニックの奮
闘により規定時間の30分で車両は復帰した。残るSS7・SS8
は無理なく順位を守るペースで走り切った。リタイアが多数
発生したJN-1クラスだが、チーム一丸となりクラス6位/総合
6位にてラリーを終えた。

第4戦は5/10～12に京都府京丹後市にて開催される。

SS1の”大谷”は、狭く曲がりくねった狭い林道ステージで深
い森の中を走る。風通しが悪いために一度雨が降ると乾きづ
らく、荒れた路面に苔や泥などが点在するステージである。
雨の中挑んだSS1は、霧で視界が悪い区間もあったが慎重に
走り切りクラス8位/総合10位のタイムを記録。

SS2の”大川嶺”は5年ぶりに復活したステージで、四国カルス
トを目指して標高1500m付近まで駆け上がり、ギャラリーポ
イントがあるハイランドパークみかわまで下る。災害復旧の
ため長期間封鎖されていたことで、所々に苔や泥の堆積が見
られ非常に滑りやすい。最高地点では絶景が見られるはずも
霧で覆われ、先の見えない不安からペースノートを信じられ
ずアクセルを踏み切れない瞬間もあったが、無傷で走り切り
クラス8位/総合8位のタイムで終えることが出来た。

サービスを挟んで迎えたSS3・SS4はSS1・SS2と同じ道を再
度走る。雨は止んだが霧はさらに濃くなった上、コーナー内
側を走行するインカット走法により路面には泥が掻き出され、
コースの難易度はさらに上昇。1ループ目に対しタイムダウ
ンするも、SS4ではクラス6位/総合6位のタイムを記録した。

マシントラブルなど含め、全体では6台が戦線離脱、うちJN-
1では3台が離脱するなど波乱となったDAY1は、クラス7位/
総合7位で一日を終えた。
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ダイジェスト

DAY1



DAY2は4本のSSが用意され、DAY1で使用したステージを逆
走で使用。天気は晴れ、朝は濡れていた路面も気温の上昇に
伴い徐々に乾いていく様子と、DAY1の走行による路面変化
を考慮し、朝一のサービスにてタイヤやショックアブソーバ
などの車両セッティングを変更した。

SS5は”大川嶺”の逆走。前半はほぼドライだが後半は濡れて
おり、路面変化への対応が必要となった。変化する路面に挙
動が乱れる箇所もある中、コース後半にて滑りやすい路面に
乗りブレーキをロックさせてしまい、コーナー外側の土手に
接触、左フロントの足回りにダメージを負ってしまった。
ペースを落として走り切り、クラス7位/総合7位のタイムで
乗り切った。ダメージは幸いにも走行可能な程度に留まり、
ラリーの続行を判断。”大谷”の逆走を走るSS6では破損した
足回りを労うように走行し、サービスへ向かった。

サービスではメカニックの懸命な作業により、修復箇所の確
認、補修部品の選定、部品交換に加え、通常の点検項目も実
施。競技走行可能なレベルまで修復し、規定時間の30分間で
全ての作業を終え、車両を送り出した。

SS7・SS8はSS5・SS6と同じ道を再度走行。DAY2を終え、
最終結果としてクラス6位/総合6位で完走を果たした。
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